
CODE
提供: ExcelPedia

概要
指定した文字列の１文字目の文字コードを返します。

書式

CODECODE�引数1引数1��

各引数の説明
引数１

コードを調べる文字列、セル参照、数式を指定します。引数の１文字目が対象になります。

解説
返り値はASCIIコード、またはJISコードを示す数値です。コード番号は使用しているしているシ
ステムによって異なります。

Macintosh：Macintosh 文字セット

Windows ：ANSI

使用例
CODE関数使用例
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1 =CODE("Excel") 　 69
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表のセル部分のみコピーし、ワークシートに貼り付けて、試すことが出来ます。



Internet Explorer　普通に貼り付け / FireFox　[ 形式を選択して貼り付け ] - [ テキスト ]

結果：A列の式に対してはD列の結果が返ります。

読み
コード

関連関数
ASC 全角文字列を半角文字列に変換します
CHAR コード番号を対応する文字列に変換します
JIS 半角英数カナを全角英数カナに変換します
TEXT 値を指定された書式に変換します

「http://localhost/mwiki/index.php/CODE」より作成
カテゴリ: 文字列操作関数
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